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研究成果の概要（和文）：口の乾燥，舌痛，味の変化などの口腔内違和感を訴える患者の増加がいわれている。
明らかな器質的変化が認められない場合が多く，医療者は診断や対応に苦慮している。適切な治療，発症予防の
ために口腔内違和感の客観的評価法の確立が急務である。そこで，本研究では口腔内違和感の疫学調査を行うと
共に，口腔擦過細胞診を応用して細胞の変化を観察した。各症状における口腔粘膜細胞や微生物に特徴を認めた
ことから，口腔内違和感のアセスメントに本法を応用することが理解でき，新たなアセスメントシートの開発を
行うことができた。

研究成果の概要（英文）：The number of patients suffering from oral discomfort such as feeling dry 
mouth are increasing. The change of shape is hardly recognized among patients, medical staff suffer 
from their treatments. However, there is no objective methods to evaluate them. The purpose of this 
research was to establish as an objective method to assess the oral mucosa condition of them by 
epidemiological survey and analyzing using oral smear cytology. This study suggested that smear 
cytology would be useful for objectively evaluate the oral mucosal condition.

研究分野： 障害者歯科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年，口腔の健康が全身の健康や QOL に貢
献することが知られるようになり，口の乾き
や舌の痛み，味覚の変化などの口腔内違和感
を訴えて医療機関を受診する者が増えてい
る。口腔乾燥感や舌痛などの口腔内違和感は
口腔粘膜に明らかな器質的変化が認められ
ないことが多く，医療者は予想もしない患者
の訴えの連続に不定愁訴や口腔心身症患者
として扱ってしまう傾向がある。そのような
場合，長期にわたり根本的な治療がなされな
いために症状が複雑になるだけでなく，患者
は食事摂取や会話が困難，精神的にも消耗し
改善が困難になる場合が少なくない。そこで，
適切な対応を行うために口腔内違和感を客
観的に評価・診断する方法が急務であった。 
 
２．研究の目的 
 上記の１．に示したように口腔内違和感に
対する実際の臨床場面の対応は術者の主観
的な臨床経験に頼っている。しかし，その診
断には経験による熟練が必要であり，現状で
はその対応に苦慮していると予想される。そ
こで，口腔内違和感の適切な対応・治療を行
うために客観的評価方法の確立が急務であ
る。本研究では自覚症状や発症のリスク因子
の把握をしながら口腔擦過細胞診を用いて
各症状別に得られた細胞の形態学的特徴（細
胞所見）を明らかにすることによって口腔内
違和感の評価法の確立を目的とした。また，
本結果をもとに熟練度に関わらず医療職が
簡便に診断に応用可能な口腔内違和感に関
するアセスメントシートの開発を試みた。 
 
３．研究の方法 
（１）口腔内違和感の臨床症状に関する調査

およびアセスメントシートの開発 
 口腔内違和感のアセスメントシートを開
発するために発症のリスク因子，患者特性な
どを把握する目的で以下の①～③を行った。 
① 口腔内違和感の自覚高齢者の特性および

リスク因子の抽出 
口腔内違和感を訴えて歯科大学病院を受

診した高齢者を対象に自覚症状，体質，日常
生活などについて自記式調査票を作成し，初
診時に回答してもらった。回収後，患者特性，
各症状の発症リスク因子について分析した。 
② 一般住民の口腔内違和感に関する調査 
某市イベントに参加していた健康高齢者，

歯科治療を目的に歯科診療所を受診した高
齢者 100 人，某地区 6か所の薬局を訪れた住
民で研究協力に同意が得られた者を対象に
①の結果を反映して改訂した質問票調査お
よび分析を行った。薬局の調査では，舌診な
どの口腔内診査も実施した。 
③ 服薬による口腔乾燥状態への影響の検索 
要介護高齢者100人を対象に服用薬とその

服用期間を個人記録からできる限り抽出す
ると共に，全身状態や口腔内違和感の自覚な
どの抽出・聞き取り，唾液湿潤度検査などの

口腔内診査を行い，服用薬の種類および服用
期間との関連を解析した。 
（２）口腔内違和感の治療法の検討 
味がおかしいと歯科大学病院を受診した

患者のうち，すでに耳鼻科医などの専門医療
者から原因がなく改善見込みが少ない特発
性味覚障害と診断された 82 人を対象に（１）
の水分代謝不良者の質問項目の『手足がむく
みやすい』，『天気が悪いときに関節の痛みや
頭痛を感じる』の回答者に水分代謝効果のあ
る漢方薬を応用した経過を（１）の質問項目
で評価し，本項目使用の有用性を判断した。 
（３）口腔内違和感を訴える高齢者の口腔粘

膜細胞の検討 
口腔内違和感自覚患者の舌背部，頬部の粘

膜に対して初診時および症状が変化するご
とに口腔擦過細胞診を実施し，光学顕微鏡に
て観察を行った。臨床症状の判定には（１）
の質問項目を用いた。 
 

４．研究成果 
（１）口腔内違和感の臨床症状に関する調査

およびアセスメントシートの開発 
① 口腔内違和感の自覚高齢者の特性および

リスク因子の抽出 
968 人から質問票を回収でき，舌の痛みに

ついては女性312人，味の変化に関しては382
人について解析した。舌痛を訴えた中で
90.4%に服用薬があり，最も多く服用を認め
たのは睡眠導入剤であった。『口の中が乾く』，
『睡眠導入剤の服用』，および『水分を心が
けて摂取しようとする』との項目間に有意な
関係が認めた。味の変化の自覚者の 94.0％が
薬を服用しており，睡眠薬と消化器系薬が有
意に高かった。『貧血の既往』，『よくめまい
がする』，『食欲がない』，『口の中がネバネバ
する，話しにくい』，『手足がむくみやすい』，
『天気が悪い時に関節の痛みや頭痛を感じ
る』が味の変化の自覚者で有意に高かった。 
② 一般住民の口腔内違和感に関する調査 
 イベント参加者の調査では138人の回答者
のうち，44.9％が口の乾きを自覚していた。 
歯科受診患者では口の乾きについて自覚

ありとなしが各半数で，歯科治療の主訴に違
いはなかった。乾きありでは『疲れやすさ』，
『ほてり感』，『かみにくさ』，『つばがたまる』，
『食事が上あごに残る』，『食事が頬に残る』，
『滑舌の悪さ』などの自覚が有意に高かった。 
薬局での調査では460人から調査票を回収

ができ，口腔内診査に協力が得られたのは
260 人であった。口の乾き 37.6％，カラカラ
感 29.8％，ねばねば感 22.9%と 3割程度が乾
きを自覚していた。口腔内違和感について医
療職への相談経験は歯科医療者に 7.6%，薬剤
師に 6.5%と 1割以下であった。歯科医師によ
る口腔乾燥の臨床診断では，中等度 30.8％，
重度が 11.9％と口の乾きを自覚していた。口
腔内診査を行った260人の多い服用薬は高血
圧治療薬 48.5%と精神安定剤 41.9%で，中等
度以上の口腔乾燥者では軽度以下に比較し



て，抗アレルギー剤および呼吸器疾患治療薬
の服用割合が多かった。 
③ 服薬による口腔乾燥状態への影響の検索 
舌背部の唾液湿潤度 10 秒値 3 ㎜未満を口

腔乾燥群（54.0％），服薬日数の中央値を指
標として分析した。抗血小板薬（OR=10.018), 
利尿剤 (OR=5.436) ，降圧剤 (OR=0.121)が
有意に口腔乾燥に影響をしていた。 
（２）口腔内違和感の治療法の検討 
特発性味覚障害の 82 人のうち，（１）の質

問項目の回答からその原因が水分代謝不良
と判断できた患者は 45 人であった。その患
者群の口腔内診査では，舌が正常よりも大き
く，歯列内に収まりにくく腫れた舌浮腫や歯
痕を認めた。水分代謝効果のある漢方薬を服
用すると半年で 91.1％が自覚症状を治癒ま
たは改善と回答し，有意な改善を認めた。 
（３）口腔内違和感を訴える高齢者の口腔粘
膜細胞の検討 
口腔乾燥感の自覚患者の口腔擦過細胞診

による口腔粘膜細胞の Papaunicolou の分類
結果では全症例が ClassII であった。強い痛
みを伴う症例では，仮性菌糸の像を示す
Candida.spを認め，溝状舌や平滑舌では細胞
質が小さい傾向であった。臨床診断が中等度
から重度では細胞の核が膨化し，エオジンお
よびエオジンGに細胞質が染まる表層型細胞
を集合性に観察できた。また，唾液量が正常
であっても口腔乾燥感を強く感じる場合は
同様の特徴を示した。服用薬や全身疾患によ
って細胞の変化に影響は認めなかったが，話
しにくさなど機能的な障害を感じている場
合では食渣を観察できた。 
（１）の質問項目から得られたリスク因子

に対して指導・治療を行うと，症状改善と共
に染色性や核の良性異型が正常に変化した。
この時，肉眼的な変化を認めていない場合も
あり，微生物の存在，扁平上皮細胞の代謝な
どの細胞レベルでの変化が口腔内違和感の
感覚に影響している可能性が示唆された。 
 
（１）～（３）を総合的に判断すると，口

腔内違和感を自覚している住民が多いもの
の医療者に相談せずにいることを知れた。ま
た，その原因やリスク因子には口腔内だけで
なく薬の服用，水分代謝異常などの体質とい
った全身的な影響があることを理解できた。
一般に特定の薬剤服用は唾液分泌を減少さ
せるために口腔乾燥の発症リスクと知られ
ているが，口腔乾燥には必ずしも唾液分泌能
だけが作用するのではなく口腔粘膜の湿潤
などに対する考慮も必要とわかった。そのよ
うな場合，粘膜の肉眼所見だけで症状の理解
が困難なことから口腔擦過細胞診の応用に
よって細胞レベルの特徴を検索した。細胞所
見と各症状の関連を明らかにできたことで，
肉眼所見では判断に困る場合でも細胞所見
から原因の推察が可能となり，本法は診断の
一助になった。以上から，本研究では口腔内
違和感の各リスク因子の解明と共に細胞レ

ベルでの評価法の確立に至ることができた
といえる。さらに，最終的な成果として本研
究で明らかになったリスク因子で構成され
た患者自身が回答する質問票に口腔擦過細
胞診結果を記載して総合的に診断できるア
セスメントシートを開発できた。本研究の中
で，そのシートを治療法がないと考えられて
いた特発性味覚障害者に応用したところ診
断や治療方針決定，症状改善の評価に関して
非常に簡便に利用でき，治療が円滑になった
だけでなく高い症状改善につながったこと
から本シートの有用性は高いと考えられた。 
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